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栃木市の情報を動画で！
「栃木市動画チャンネル」
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Mini 市内各地の名所・旧跡を
写真で紹介します。

御影石でできた一等三角点▶

▲ 遠く那須岳や浅間山の眺望

　
一
等
三
角
点
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
一
等
三
角
点
は
、
明
治

時
代
に
日
本
全
国
の
地
形
図
を
作
成
す
る
た
め
の
最
も
基
準
と
な

る
測
量
点
で
、
隣
の
基
準
点
が
見
え
る
よ
う
に
見
晴
ら
し
の
良
い

山
頂
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
県
内
で
は
11
の
山
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
ひ
と
つ
が
晃て

る
い
し
さ
ん

石
山
な
の
で
す
。

　
晃
石
神
社
の
脇
を
登
っ
て
い
く
と
一
等
三
角
点
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
は
関
東
平
野
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
く
那
須
岳
や
浅
間
山
も
眺
望
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

晃
石
山
で
一
等
三
角
点
に
ふ
れ
る

▶  

神
社
に
は
現
在
も
大
正
時

代
に
奉
納
さ
れ
た
扁
額
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

◀トイレの壁面には地元の子どもたちに
　よる手のひらアート。

◀
部
屋
南
部
桜
ま
つ
り
（
平
成
31
年
４
月
）

　部屋南部地域にある部屋南部桜づつみ公園は、平成 13年に旧藤岡町が推進する
桜づつみモデル事業で作られました。地域活性化を図るため、地域の人々が自由
に参加し、協力し合える組織として部屋南部ふるさとづくり推進協議会が設立さ
れ、推進協議会主催の部屋南部桜まつりが毎年 4月に開催されています。平成 31
年 3月より部屋南部桜づつみ公園か
らふれあいバスで小山市路線バスに
乗り継ぐことが可能になりました。

部屋南部桜づつみ公園

　
将
門
の
軍
営
跡
に
創
建
さ
れ
た

◀
と
い
わ
れ
る
御
門
神
社

　
岩
舟
町
静
に
あ
る
御み

か
ど門
地
区
は
、
平
安
時
代
の
豪
族
平た

い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門

と
の
ゆ
か
り
が
伝
え
ら
れ
る
場
所
で
す
。
将
門
の
軍
営
跡
に
創
建

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
地
区
内
の
御み

か
ど門

神
社
は
、
昭
和
初
期
ま
で
は

「
将ま

さ
か
ど門
神
社
」
と
呼
ば
れ
、
旧
御
門
村
の
氏
神
で
し
た
。
将
門
は

９
５
０
年
に
、
安
蘇
を
根
拠
地
と
し
た
藤ふ

じ
わ
ら
の
ひ
で
さ
と

原
秀
郷
ら
に
討
た
れ
た

こ
と
か
ら
、
大
正
末
期
の
こ
ろ
ま
で
の
地
元
の
小
学
生
は
、
唐
沢

山
に
遠
足
に
行
っ
て
も
、
藤
原
秀
郷
を
祭
る
唐
沢
山
神
社
に
は
礼

拝
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

御
門
地
区
と
平
将
門

▲日光連山から流れてくる清らかな水を取り込ん
でいます

▲関東の三堰にも数えられている小倉堰

　西方町本城にある小倉堰は、１６０３年（慶長８年）に、ときの西方城主・藤
ふじ た
田

能
のとのかみ
登守によって小倉川（現在の思川）にかんがい用水などの取水のために造られた堰

です。現在の堰は固定堰として昭和２９年に完成したもので、小倉堰には４００年以
上の歴史があります。

小倉堰

▶  

住
吉
神
社
と
ム
ク
ロ
ジ
の
木

　
（
２
０
０
３
年
作
成
都
賀
町
勢
要
覧
よ
り
）

　
都
賀
地
域
の
家
中
と
い
う
地
名
は
戦
国
時
代
に
大
き
な
城
郭
が

こ
の
地
に
あ
っ
て
、
多
く
の
家
中
（
家
臣
）
が
住
ん
で
い
た
こ
と

が
由
来
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
家
中
の
中
に
あ
る
本

郷
地
区
に
は
、
住
吉
神
社
と
い
う
神
社
が
あ
り
、
そ
の
敷
地
内
に

は
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ム
ク
ロ
ジ
の
木
が
青
々
と
葉

を
茂
ら
せ
て
い
ま
す
。

住
吉
神
社
と
ム
ク
ロ
ジ
の
木

▲ 堀には鯉が群れ泳ぐ姿を見ることができます。

県庁堀脇の文豪山本有三文学碑▶

　明治 6年に栃木県と宇都宮県が統合され、現在の栃木県が誕生しました。その後、
明治 17年に宇都宮に県庁が移転されるまでの 13年の間、栃木町に県庁が置かれて
いました。現在の栃木中央小学校、栃木高等学校などのある区域がその敷地跡です。
当時、県庁敷地の周囲に約 1キロメートルに及んで巡らされた堀が現在も残っており、

1996年（平成８年）県指定文化財（史
跡）となりました。

旧県庁跡地唯一の遺構　県庁堀


